
九州大学人文科学研究院附属言語運用総合研究センター

社会連携特別セミナー「ことばを考える」

「学習言語の評価と指導」

新潟大学

入山 満恵子 先生

参加無料

日程：２月２８日 (日) 10時00分～1２時00分
会場：新型コロナウィルス対策のため

Zoomを用いたオンライン講演

・2月27日 (土)17：00 までに、右のQRコードより登録を行ってください
・ＱＲコードが読み取れない際は、当センターのHPからお申し込みください

URL：http://www2.lit.kyushu-u.ac.jp/~cslp/
Eメール： cslpstuff@gmail.com

＊ 受講希望者が300名に達し次第、受付を終了いたしますので、
お早めにご登録ください

主催：九州大学文学部・社会連携推進委員会
運営：九州大学大学院人文科学研究院附属言語運用総合研究センター
後援：一般社団法人福岡県言語聴覚士会・麻生リハビリテーション大学校

福岡国際医療福祉学院・ 柳川リハビリテーション学院

日常の言語指導で子どもたちとやりとりをしていて、「しゃべっているけ
ど何かへん？」「伝わりにくい…」と感じることはないだろうか。また、
その印象とは裏腹に思っていた以上に標準化検査の言語領域の成績が高く、
その差に違和感をおぼえたことはないだろうか。幼児期から学齢期にかけ
て伸びていく「学習言語」は、日常会話レベルを超えた高次の言語活動で
あり標準化検査でもなかなか把握が難しいのが現状です。
その学習言語の評価や指導を、事例をまじえてご紹介いたします。


